
諸外国では、自由

に討論することを通

じて、若者の政治的

教養を高めるとりく

みをしています。

ところが日本では、18歳選挙権の実

施にもかかわらず、文部科学省があれこ

れ厳しく制約しようとしています。これ

で本当に政治的な関心が高まり、政治的

教養が身につくのでしょうか？

政治的活動に
参加することは

基本的人権

「公立も私立も無

償に」「給付制奨学

金を」などの要求の

成語翼なの

実現は直接政治にかかわることです。政

治的活動は、憲法で保障された基本的

人権であり、子どもの権利条約でも保障

されていることです。

有権者であればなおさら、学校の内外

に関わらず、高校生にも政治的活動は保

障されるべきです。

自分の考えをもって、意見を言ったり、

発信するのは憲法で保障された権利です

憲法11条　基本的人権の享有
国民は、すべての基本的人権の享有を妨げら
れない。この憲法が国民に保障する基本的人

権は、侵すことのできない永久の権利として、

現在及び将来の国民に与えられる。

二：キジご十二・；一　二：言‾●∴こて三ミ＿

フランスでは、中学生以上の生徒が学校運営や

教育行政に参加することが「民主主義の訓練」と

して認められています。

済濫診
イギリスやフランスの学生は学費の借上げに反対

してデモをしたり大臣に直接訴えているのです。

19歳以上

白脚酬七いことや夢と叫㌦
ぁさら鵬くてもいい世の中にン

盲純綿山て暮らせる社会に

すべての人が話し合うことで

骨相l舶る世界に

i　　　　　　　　　　　　　　‾　t■■・、：■・．馳喝　く＝逝き＋　ミ

鰻紳七理由で、享賞痛紺鍼J
、

⊥ハ八嶋．痛い二とや等㌢㌦甑で∴〆

自然エネルギーへ

綿々に軒鮒も社会に

戦争の射、平離世界に

椅校生・中学生1万人憲法につし1てのアンケート2015」よ。

日本の高校生も、学び、考え、

発信し行動レrいる
●学校をつぶさないで

「心の通うなかまがいてじっく

り学べる学校をつぶさないで」

「地元に高校を残して」「定時制

高校をつぶさないで」と、高校

生たちが保護者や地域の人たち

とともに、声をあげています。

●核兵器廃絶を求めて

広島や長崎の原爆のことを学んだ

高校生たちが、核兵器廃絶を求める

「高校生一万人署名運動」に参加し、

署名を国連に届けています。

●学費を無償に

離摘濾節減

●自分たちの要望を実現へ

「アルバイト規定の見直し」「スカー

ト丈を校則にすべきか」など、高校生・

教職員・保護者の三者で話し合ったり、

「通学ハスの運行本数や時間」「国道へ

の街灯設置」などの要望を直接町議会

へ働きかけたりしています。

「私学助成費を拡充して」

「学費を無償にして」と訴

えています。生徒会で学習

し、署名・宣伝、パレード

をしています。地方議員

や国会議員に自分たちの

思いを訴えています。
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